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デ . ピエトリユトネッ リによる rパレートの経済均衡j の位置つ*け

3 . デ • ピエトリ-トネッリ論文への注釈

i) クールノーからワルラスへ

v : 仁ックスは『ワル -フス論j に■おいて•■たんに数学的 

■ 方法をもちいるという蒞想をはるかにこえて， クール 

ん一の数理経済学のうちのニ，三のきわめて特徴的な 

嬰素がワルラスにあらわれ，かつマーシャルにあらわ 

れていることは，少なくとも驚くべきことである」と 

述べ , かれらがクールノーを読み，その理論化に決定 

的影響を .うけたと指摘している。

たしかにヒッタスが示しているように， クールノ 一 
の命体系における迚続的な需要 01丨線をヮルラスとマ 

r シャルはその现論体系に包摂したといえる。 しかし 

その需要丨丨丨丨線の栩大条f l をク一ルノ ニは独占者行動与 

してもとめそいるのであるが，すなわちクールノー点 

をもとめたのであるが， クールノーの分析は，独占か 

ら抜山に市場形態を変化させて，議論を辑開したもの 

...の，完全競争の概全において，.十分その展開をおこな 

いえなかったところに，かれの分析の欠陥があったと 

いえよう。 しかしワルラスとマーシャルはこの完全競 

..争の概念を価格が経済的パラメ一ターとして便用され 

けるという特別な工夫を一層正細に改善したのであっ 

た。 マ一シャルよりもワルラスがこの技術をうまく利 

用していると評伽できる。

灾際に， この論文にそって， この点を考察すること 

にし丄う。 クールノ一の二つの方程式のうち，第一の 

• 式は，独占者である企業が販売額に価格を乘じた収入 

額としての利益を最大ならしめるように行動するとき， 

その独占伽格を決定に際して満足しなければならない 

条件を示している。そして绾ニ式は，生産費を悪する 

場合であり，琳位あたり費用（Q n )を考慮し，利益を 

最火ならしめるように,独占価格を決定する条件を规 

定している。 との二つの式から，完全に市場を独占し 

ている企業の行動として， クールノー が均衡条件を規 

矩していることをただちに読みとれるであろう。

クールノー  に対して， ワル ラスの方程式は，市場の 

均衡条件をふくんでいる。 このことは，第一式に示さ 

れた锯給均衡方程式のなかに，第r i式 r みられる価格 

の関数として供給量があたえられていることからわが 

る。. つまり， クールノーとは興って，その.式において 

一企染だけの極大利潤を満圮するように，伽格が決定 

するのではなく，価格決定が,各商品市場における需 

給 iVの均衡において決定されるようにワルラスに朴い

ては定式化されている。第三式はA財が価植尺度財で 

あることを意味しているにすぎない。

ワ）レラスの生産者行動については，第三式で商品の 

価格がその生産に使用した坐産翦素倾格の総計にひと 

しいこと，つまり利潤がゼロであるという競争条件と， 

第四式で生産係数が一定であるという条件泌為衡の前 

提になっていることを理解することが必翦であろう。

i i ) ワルラスからパレートず講義』へ

ワルラスとパレートの相違は， *■耍論』と 『講義』に 

おいては，それほど大きなもは見あたらないンッュ 

ンペータ—がパレートの r講義』はワルラスめ道檫の 

示す領域を越えてでることはなかったとr十大経済学 

者』のながで評しているのは正当であろう。 しかし後 

の 『提要1』への発展をみるとき , r講義』において一つ 

, q 布石を読みとるごとができる。:それは， この論文に 

示されているように，パレ一ト『講義』における交換 

方程式の第一式で_ある。■パレートは / . .測定不对能な限 . 
界概念にもとづくワルラス均衡体系には不満であった。 

シュンペーターは , この点にかんして，同じ書のなか 

で，つぎのように述べている i 「『講義』にはパレート 

がはじめからワルラス価値論にはあまり満足しセいな 

かったことを示す証跡がある」。そしてシュゾペータ 

一は，そのような修正はそれほど有意義な修正であ 

るとは評価していないが，効用のかわりに,オフュリ 

ミタという言葉を， また限界効用（ワルラスの稀少度〉 

のかわりに，要素的才フヱリミタ.という言葉を導人し 

たのであった。 、ンュ ンぺ一タ一の評価はともかくとし 

て， この修正をおこなわしめたパレートの問題意_ は 

1900年ごろの基数的効用概念の放棄,冬して序数的な 

効用指標の確立につながるものと考えてよいので'はな 

•かろうか。

生産方程式については， ワルラスから一歩もでてい 

なぃ。 ワルラス自身が固定的な生産係数の仮定の限界 

を意識し，その批判にたちながら，その方程式をつく 

っていたことを考えあわせるならば，パレートはワル 

ラスが意識していた問題点を芷当に発展させることが 

できなかったと批判されても仕方がな1/、で ろ う 。

独占を一般均衡体系のなかに導入したことは,かれ 

の体系の長所といえるかも知れない。 しかし,その独 

占理論丨丨1身についてみると， rもっとも寛大な解釈に 

よっても救済できないものj とシュンペータ’一に猶じ 

させた類いの部論であったと、とを付- しておきたいc

デ . ピエトリ- トネッリによる*•パレートの綷济均衡j の位贤づけ

ill) ■̂講義』か ら *■提要j フランス語版付録

1■提袈j フランス語版附録に対する学史上の意義づ 

けは，周知のように,パレート最適概念の確立にある 

が，この概念の確立のためには，一般均衡方程式体系 

をパレ一トは修正.しなけれ.ぼな .らなか.つた。'とい.うの 

は，站数的な効ル概念‘ し，序数的な効用掘i念に 

もとづいた—般均衡方程式をつぐ名ととほ，もしなん 

らかの偏)約‘ 仲が存在しないと，均衡は効用指標ビよ 

つてのみあたえちれるととになり, 消费量における均 

衡は決定されない。 したがって財貨の存在麗；を所与と 

して制約条件をあたえてお < 必嬰於 ib b ) 式は , 
そのような条件奪誨慮したプルラズ法則セ、あり，C) 式 

はまた_ 給烏等武であ名。a ) 式ビついてみれば,『講 

義』におけ名 ( I )式に類似しているが，すなわちこヒ 

でも耍素的才フx  V ミタの概念を捨てていないように 

みえるが，その意味ば全く輿なり，均衡においては各 

財貨の丨浪界托替率がM格の比にひとしいことを示すも 

のであると理解してよいであろう。

交換と坐產方程式ビついては，生産方程式に:ける

均衡条件が交換方程式におぃてあたえられた財貨の所 

与の存在盘にもとづぃてぃること，つまりそのようなじ 

所与としてあたえられた存在造の変形として生産を1’ど. 
らえて，制約条件を課し，均衡を考えようとし '^い名， 

とみなさなければならなV、》 この関係は，第 E 式に访 

V、てよ < 理解されうる。つまり生産企業に捉供された 

用役•量：は，それ自身，そとで変形される用役a であ，り,，- 
しかも現実fcおぃてはその均衡盤が現哭に実现しそv  ’ 
ることを示してぃるからである。 さらに虫產赀につV、 

てみると， ここではじめx パレートは，生産赀が変 j匕’ 
し■うる本めとみなしてぃる。 しかしパレ一トは限界斗ニ' 
產力説にしたがってこのように生産费が変化するk ぱ  

考えなかった。むしろP艮界生産力説は誤謬てふるとみ， 

なしてV、たのであるi とめ点〖こかんしては，ステ■ィグ 

ラ 一 r生産ど分配の理論 j, H. Schultz "Marginalつ 
Productivity and the General Pricing Process'! ■ in 
Journal of Political Economy, Oct. 1929, J.R. Hicks,:: 
"Marginal Productivity, and the Principle of Varia- ： 

tion/r in Econorniea, Feb. 1932 ..を参照されたい。 -V:

；

ヴ ィ ク ゼ ル の 財 政 理 論 に つ い て 〔I 〕

飯 野 靖 四

〔序〕 ；,
〔ヴィクセルの財政理論について〕

I 狃税の帰着及び転嫁の迪論に'̂ ぃて

1 . 課税を轉购が;に研洗するためめ方法と方針

2 . 帰筘及び転嫁に関するヴィクセルの結論 

〔ヴィク七ルの主贺著作〕 \

〔序〕

ヴ私は現在，スウェーデンの経済学者クニユート 

イクセルの「財政の理論的研究 j を翻訳している。’原 

I )は 1896年にドイツ語で出版されたが，部分的な英 

訳を除いては邦訳もなく， 拿ん現在はその原書自体 , 
絶版となっている。 (1969年に西ドイツのScientia Vlg.

から1896年版の Neudruckが発行される予.足であ■る:。.): 
ところで, ヴイクセルは，財政学者としてよりはむ 

しろ経済学者として知られてい夺（特に彼の利子现論. 
景気変動理_ は現代の植済理論tこ強い影響を与えている） 

が,それは鹆の財政理論が経済理論の応爪という形で 

展開されているためと, 適当な訳書がなかったためセ 

あって，決して財政学者として劣っていたためでは .な ’
, . 圓 ■ . . 。眾vM
い。 ■

こうした関係から卜彼の経済理論はv、ろいろな学.奢， 

によっていろいろ論じられているが,財政理論につい 

て詳しく論じている文献はきわめて少ない。

私は翻訳が完全に終った段階で，私 S 身の愈兑をも 

含めfc解説論文を書く予定である私のヴィクセル

注（1 ) Johan Gustaf Knut Wicksell (1851.12. 20〜1926, a  3) 
U ) 箸作目録 (12) ‘
( 3 ) 著作0 録 （12,)
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ヴイクセルの財政理論について〔^

解釈が私個人の独断に陥ってしまうことを非常におそ 

れている。そうしたおそれをなくするためにも.数少 

ないとはいえ，.いろいろな学者の論じたヴイクセルの 

財政論について知っておくことは，きわめて有益であ 

..、_る■と思われる。

そヒでまず，その試みの 1 つとして，C. G. U h r著
rEcohomic Doctrines of Knut Wicksell t (1962)の第

.8 Ip- Taxation:' and Public Finance を翻訳してみるこ 
⑷

とにした。 、

〔ヴィクセルの財政理論に *P いて〕

ヴイクセルの財政に関する著作は，若干の小論文を 

除いては , ’範_ がきわめて |被られ'^いる。彼は，歳入 

の問題すなわち課税の問題だけを取り扱い，同様に大 

切な問題すなわち歳入を使用する問題を，全く等閑に 

しているンまた彼は，折にふれてQ批評を除いては，

公故の問題に 'o いても全然蝕れていない。

課税論の領域においては ‘ 彼は 2 つの問題に専心し 

ている。 1 つは . 租税の帰翁及び転嫁の理論に関係し 

たものである。 もう 1 つは，課税における公正を実現 

するのに丛礎となる租税原則の問題に関係した考察で 

^>る，

I 租税の帰着及び転嫁の理論 fこついて

現代の規準で判断すれば， r財政の理論的研究」に 

おける，租税帰着に関するヴイクセルの考察は，不十 

分であり， また不完全であるようにみえる。 しかし我 

々は，彼の議論が1885年に行なわれたものであると 

いう点に注@しなければならない;> というのは，当時 

は，锯贺及び供給の弹カ性といったような概念は，マ 

一シ ャ ル の 「経済学原迎」（1890年）の価格論に現われ 

ているだけで，租税の分析には，未だ適用されてはい 

なかったからである。歳入の研究は主として， J, S. 

ミ ル の r経済学原理」の第 5 篇 （政府の影響について）

を模範として行なわれているが， ヴィクセルは，眼界 

効 /1丨ゃ限界生虚力の計算方法を財政論に導入すること 

を■も.つて，彼の研究の出発点と■している。■財政学の叙

域における彼の .第 1 の目的は， r価 値 . 資本及び地释」

で展開した交換価値及び生産の分析を政府部門にまで 

拡張することであった。 ，

ヴィクセルは，課税に関する古典派の学説に批判的 

に対処し， これを論破するかあるいは修芷しようとし 

た。古典派の学説の趣意は，次の通りである。

1 独占生産物に対する租税は転嫁されえない。な 

ぜなら，そうした租税は，M独占利潤に対して課 

せられるからである。 .
2 間接税の中で最も曳くないものは，関税であ 

る。なぜなら関税は，国内生産物 に 対 し て 同 様 な ： 

租税が課せられない限り，資源の配分をゆがめる 

からである。 さらに関税は，国内消費者や保護さ 

れない国内生産者に転嫁され， しかも財務省にほ 

とんど歳入をもたらさないのに，保護された生産 

者のみが利益を得るからである。

3 賃金に対する租税及び貨金財に対.する国内消費 

税は，常に雇主に転嫁されるが . 究極〖こおいては，

雇主はそれを地代に fe嫁する。なぜなら，坐括を 

やっと維持してゆくだけの実質賃金で働いている 

労働者は . 数が減らない限り， これらの租税を支 

私いえないのであって，それは結局，雇主に賃金 

を杻税額だけ引き上げさせることになるンこのよ 

うに，賃金税は雇主に課せられているようにみえ 

るけれども，雇主はしばしば，農業生産物に対す 

る需要を減らすごとによって，それらを地主に転 

嫁することができるのである。証明するととは困 

難であるけれども， こうした学説から次のような 

学説が引き出されてくる。すなわち，勞働者は，

貨金財に対する国内消資税の賦課に対して，なん 

ら抵抗する必要がなI 、。. なぜなら，長期において 

は，现実にこれらの租税を支払うのは，労働者で 

はなくて誰か他の人であるから。

こうした古典派の学説を検討するために , ヴィクセ 

ルは，1880年代及び 9 0年代の財政学の諸文献におけ

るよりも， より体系的なアプローチをとることを決心 

したのである。

注（4 ) 翻訳の目的から考えて余り茁要でないと恕われる窣句は，適宜省略した—
( 5 ) 著作HI録 （10)
(6 ) Alfred Marshall, ぜ l _  (r経済学原理』大塚金之助訳，馬場啓之助訳）

(7 )  John Stuart Mill, Principles of Political Economy, 1848 (「経済学原理j 天野為之訳，戸丨I丨正雄訳，末永茂

( 8 ) 箸作目録 (8)
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ヴイクセルの財政迪論について〔I I

1 課税を理論的に研究するための方法と方針 

グイクセルの考えでは，課税論において最も大切な 

ことは. 「転嫁」と r帰着」の意味を明確に区別する 

ことであっt こ。 あ る 租 税 の 「帰着」 は， しばしば, 

「転嫁j された租税の総_ よりも大きいのである。 い 

くらよく考えても. 物品税の 100パ一セソトだけが， 

物価騰貴を通P て戚堯者から卿入者に転嫁されうる。、 

しかし，そのようなffl殚の帰着は，転嫁の夫きさに関 

係なく，通常，租税それ自体よりも，従って歳入額よ 

. りも，大きいのである。

まず，従肺磁が完全に消费者に前転されたと仮定し 

よう。その結果，その商品の赌入は，需喪の強力性に 

従づて，減少する . この租税の掃肴は， I 、< つかの耍 

素からなりたっているが，その全部が全部，直接測定 

できるというわけではない。その要素には，次のもの 

が含まれている。

(a) 減少したとはいえ，購入された商品に対する租 

税。 この総額は，財務省にもたらされる歳入額に 

等しい。 、 .
( b )前にはこの商品を買っていたが，今や， より効 

见の低い代用品を買わねばならなくなった消費去 

における効用の損失。 この帰着の袈素は，直接に 

は数量で表わすことができない。

(り課税商品の販売者は，販売数量が減少するこど 

によって，利潤率の減少を免がれえないであ.ろ 

う。 これは，同額の利益を財務省にもたらさない 

ところの課税によるもう1 つの損失である。

従って，課税における最も大切な問題の1 つは，最 

小の塥着をもたらす租税を計画すること，すなわち肆 

入額以上の帰着をもたらさないような租税を計画する 

ことである。 これは，おそらく，直接純所得税の場合 

にのみ，あてはまるであろう。 しかし，その場合でも，. 

第 2 次的効果が考慮されるならば，そう t た場合でさ. 
え，正しいとは必らず し も言え各いのである。

しかし，租税帰着に関する研究は,次のような考え 

のもとに行なわれた。：

( 1 ) ■一定額の歳入が徴収されねばならない， という 

仮定のもとに考える，

⑵ こ の 歳 入 を ，最小の帰着でもって . しかち.碎济 

尚諸関係をできるだけ乱さないで，镦収するには 

どのような方法が良いかを考察しなければならな 

い。 さらに，いろいろなタイプの租®£のもとにお 

けるすべでの;(§着の方向と程度とを，見出さねば 

.ならない。 '
セ丨これらの租税の第2 次的効果が決定されねばな 

らない。例えば，課税がどの位，非課锐商品への 

代替をひき起すかということを，決定しなければ 

ならない。

⑷歳入が使用されることに関する一切の問題は， 

租税帰着の問題には無関係なもめとして，除外さ 

れねばならない。.

. ( 5 ) ヴイクセルは，次のように考えた。すなわち， 

租税制度の帰着は，全体としては，絶対額でば確 

かめることができない。いろいろなタイプの租税 

から構成されている歳入制度を分類するには,逆 

進的，累進的，等々といったように，相対的意味 

においてしか決定することができない。

これらの方法に関する提議は，⑷を除いては,おお 

むね正しいであろう。租税帰着の研究においては,歳 

入の使用に関する問題をすべて除外したとしても，第 

1 次的®?近としては正しいであろう。 しかし， このよ 

うな抽象は，長く維持されるべきではない。例えば， 

その歳入を，課税商品の生産への補助金として使川す 

るか,あるいは他の代用品の生産への補助金として便 

用するかという問題は,国内消費税の帰着に深く閲速 

した問題であ,るのである。

しかしヴイクセルは，前述の考えをもとにして，課 

税の研究を，次のような問題に集中させ^
1 独占に対する課税

2 1丨丨由競争のもとにおける，生産に対する均一課 

税

3 . 自由競命の•もとにおける，特定の財及びサ一ヴ

著作13録 (1 0 )ないし（I2)の 第 1 部 （杻税帰着論）©EJ次は，次のように構成されている< 
〔租税帰薪論〕

序 ■

独占利涧に対する課税

自由競争が支配的夺場合における租税_ 着4 最も単純な伖説，資本利子，勞锄賃金 

続き：土地州役を含む生産諸力の報酬に対する租税の帰箝 

生鹿に辦する不均—な課税。外国生産物に対する_ 税。自山贸易論とその相対性 

労働锜金に対する課税とその転嫁可能性
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■ ィスに対する恙別的課税

, 4 貨金に対する課税の転嫁可能性

このうちの最初の問題，すなわち独占に対する課税

の問翅を研究してゆぐうちに， ヴィクセルは， グール.... (1 0 ). . .

ノ ー の 「常の卯論の数学的原理に関する研究」 （1838) 
の.中に，.:.類似した陳述 .を見出した。.しかしヴィクセル 

は，クールノ 一とは独立に，n 分の盘见を発展させた。 

「財政の理論的研究」の序文でも述べているように，

夕ィクゼルがクー少ノ一の著作のィタリァ語 版 （当時 

呑在した丨惟一の翻訳書）に気がついたのは， r財政の现 

論的研究jを印刷にまわしてしまった後のことである。

2 帰於及び帜嫁に例するヴィクセルの結論 

K 概して , ヴィクセルは，彼の課税の分析を/次のよ 

ケな条件を仮定して行なった。

■ • ( a ) すべての市場において , I 丨丨山競争が行なわれて 

いる。

. ( b ) 固矩的な生産函数をもっている。

1(c) 货幣の購買力が不変の状態で交換が行なわれて 

? r いる， '
• ⑷閉鎖的な宠常経済である。

とれに対する唯一つの例外は，独〖丨彳に対する課税の 

間題を扱う場合である。その場合には， 自山競争とい 

う仮定（介はゆるめられねばならなかった。

彼の研究の結論の要旨は，次の通りである。

1 純独占利潤に対する租税及び，鋇推によって , 
純所傳に対する租税は，一 それが比例的であろ 

‘ うと累進的で:あろうと定額他であろうと,あるい 

は そ の 逆 で ん ち う と も ■一般に， 自由競争のも 

とでは，転嫁ざれない。 またその帰着は，その租 

税がもたらず歳入に等しい。 しかし，純利潤税ゃ 

純所得税には第2 次的効果がある。純所得は租税 

のために減少し，その結果 , 納税者は，消嫂需要 

を減少させるかあるいは貯蓄なV、し投資の一方ま 

たはその双方を減少させるであろう。従っ弋,そ  

のような租税ゆ転嫁されえなレという結論は限定 

される。 もし生産要素に対する総需袈が摊可処分 

かr得の滅少によって影響を受けないとしたならば , 
冬れは転嫁きれえないであろう。

こうした限定は，純所得に対する租税の「第 2 次的j 
転嫁可能性に関速した，彼 と G. カッセルとの議論に 

おいて， くりかえされている。カッセルは，労働者や 

資本家が租税の結报として農業生産物の消費を減少さ 

せる場合 , しかもまた（仮定によっ て) 農業がその「余 

剩 j 農産物を処分できるような新しぃ市場一国内で 

あろうと国外であろうと一に出入りセきないような 

場合には，そのような租税は地代に転嫁されると考え 

ていた。

2 すべてのタイプの也産に課される1 単位ごとの 

均一-籼税は， 向出競争のもとにおいては , 最初は， 

純突铒所得に対する租税として働く。それは，ほ 

ぽ等しぃ割合で，実質货金 • 地 代 ‘利子を削減す 

る。 しかし租税によるそうした効果は,その後鐃 

いて起る生産高の拡大によって，一部挥め合わせ 

られる。その理由は , 課税前と同じ資本_ 成を維 

持している資本家が，今や，それをより高い次元 

に彻大する方が有利であると気がつくからである , 

その結梁， 実K 生産高が壻大し， 実貧賃金•地 

代 • 利子も上畀する。 がしかし， それは， 生産 

(に対する)税が課される前の水準にまでは到達し 

ないであろう。従って，均一生產税は,もしそれ 

がなかったならば定常的であったであ» 社会を 

前進させるための1 つの有効な方法であるよう1こ 
みえる。

この点についてのヴィクセルの主張は， リンダ-:ル 

も指摘しているように，独断的でありしかも間違って 

ぃる。彼は,彼の議論の出発点である定常経済とぃう 

仮定を放棄してしまうことによづて,また実質賃金の 

上昇 i の類推に関連しセ,私的資本家の観点からのみ 

租税の結來をみることによらて， 自分自身でつくった 

落し穴にお'ちてしまった。 .
とれは， 2 つのこと- すなわち，租税を原因とし 

て生ずるすべての要素の生産力の均一的な下落と，他 

め諸要素の坐産力を不変としたとしても純資未形成期 

に生ずる資本の限界生産力の下落と—— を混同してい 

る。 .
租税がなかったならば定常的であったであろう社会 

においては，堆に,すべてのタイプの純可処分所得が

注（10) Augustin Cournot, Iteckerihes sur led Principes nath4matiques de la th^oyie des richesaes, 1838 .(「富の理論 

の数学的原.理に関する研究J 巾山伊知郎訳〉.
( 1 1 ) G. Cassol,r租税の帰着についてj, Ekmomuk, TidskH /t,1 (1899) I K. Wick.的11，著作丨n録 <19)及 び (20)
(12) E. Lindahl, Die Gerechliokeil der Besteueriing, 1910
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耝税によって比例的に減少したからというだけで，資 

本家が純投資への刺激を受けるであろうという理由は 

ありえない。租极め結果として , 政府は実際上,公平 

を獲得するかあるいは生産（に対する）税収入の割引 

価猫に等しい実物资本の-"部を徴収するかする。

たしかに彼ら（資本家達）は， いっそうの純莕積に 

よって， こ〉した损失を彼いうるであろう。 しかし狃 

税が課せられたからといって，彼らがこうしだ行動を 

必らずしもするとは限らないのである。同様な選択的 

行動，すなゎち純投資によって実物资木の贺及び価値 

を梢大させるといった行動もまた，最初矩常均衡にあ 

る彼らビ開かれているのであって，ただそれに蓺づい 

て行励されないだけのことなのである。

2 ' ヴィ夂セル:も指摘しているように，虫 産 （に対 

する）税によって三要素が负うそれぞれの负担は， 

その要素間の代替の弾力性に依存しており，また 

それらの供繞の相対的弹カ性に依存し:Cいる。供 

給の弾力挫が最も木きい惡素は,賦課額のなにが 

しがを他の2 つの要素へ転嫁するととができる。

3 生産物 1雄位どとに課される定額税ないし’生産 

物価離の一定割合に謙される従価税は，双方ども， 

独占状態めもとに拉いては転嫁されうるので，そ 

れらによっそ% たらされる粗税収入よりも帰着の 

方がより大ぎいであろう。それは,従伽税の場合 

におけ冬よりも定額税<p場合における方が,より 

ソウである。

4 坐産物 1 単位ごとに課される不均一税（同ブ商 

肊に対しては均一に課されるけれども,異なった商品 

に対し弋は興なっ长率で課される税) は,自由競争 

のもとヒおいては，転嫁可能である：そめような 

税は，使用される生產要素の割合 tこ対してめみだ 

らず，特足の商品の生産高に対してまで，影響を 

及ぼすであろう'。そのような桡は,一部はその商 

品に対する需要の非弾力性に忠じて，それぞれ消 

费著に前転されるが，一部は各坐産费素の供給の 

相対的な弗弹カ性^:応じて，そ;a ぞ托の生産要素 

に後転されるであろう6 _必要な代替の調整がなさ 

れた後に, 新しい 1 組の均衡関係が成立する。 し 

かし, これらの（新しぐ成立し/3 ) 均衡関係が，差 

別的物品税€•ながった最初め状態での均衡関係と 

比べて， どのように変ゎ々たがとい5 問に対して 

は，そのような一群の祖税の掃着をはっきりと示 

すととができる殺正確には言うこと；Mセきない ,
と答えざるをえないのである。 とうした:こどから,

ヴィクセルは，' 自由贸易主義の教_を批判的に取 

り扱うことが必要である， ということを兑出した 

のである。

しかし実際のところ，彼は関税と不均一国内物敁税 

との差違が単に祝度の問題であるにすぎないというこ 

とを指摘するだけで満足したの .である。 ■
4, そ れ ら （開税と不均一0 内物跖税）は 2 つとも， . 

資源利用のパター、ンをゆがめ，著しい程鹿の， ま 

たそれらがもたらす税収以上の，掃着をもたらす.。 

それにもかかわらず， 自山贸场を主張する人违は， 

関税裎には激し .く物品税を非難しないのである。 

このA1えを明らかにするために， ヴイクセルは,関 

税の帰鞞の迆素の1 つに，以前程には輸出市場を 

見出さなくなったところの国内坐鹿物の価格を引 

き下げるであろうという効果があることを示した。 

その際彼は幼稚摩業の議論にたちがえり， 1-1 FllK - 
.易が地主達にのみ利益を与えるのに対して，関税 

制度が資瀹の利用を改# U 新しい植民地の実贸 

国民所得を引き上げるといったような状況が存在 

することを示した。 これによっ- t , 彼は t 自山贸 

易の支持者によってなされたとほうもない主張に 

反対して， 自由贸易主義という教義の相対的其理 

性を齒調したのである。

5 彼 の 「賃 金 （に対する）税r に関した記述の中 

には，賃金基金説の簡潔ないヴュ一が含まれてい 

るが，彼はそれでもづて，：賛金税の確実といわれ_ 
ている転婊可能性について論ばぐしている。 「財 

政の迹論的研究」の中において最も良いと思われ 

る部分の1 づは， この賃金基全説に含まれている 

詭弁に反対しかれている部分であ今。労働者 

の数は税弓Iき賃金!が生存水準以下に下がるにつれ 

ズ減少するが，租税はそうしたことを通じて転嫁 

さ;K*ると考えられていた。 こうした説明に対して . 
ヴィクセルは次のように考えた。課税前の均衡貨 

金水準においてほ , , 労働者には , 同様な選択的行 - 
動一一 労德者数の削減一--が  聞かれていな“ので 

はないだちうか。 もし生存水槊以上の貴金でそう 

ならば,なぜに子べての賛金税が艇嫁可能である 

のであろうか。 J .S • ミルの質問• すなわち週 1、

, 、ンリソグの税が課せられ,それによって国家が公 

共琪業のための労働を® うという方策と,税が課 

せられない代わりに国家が公共祺業をやめてしま 

うとV  5 方策と , どちらが労働渚にとって炎い.か 

という質問に対して , ヴイクセルは，次のようをと
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逆にK問し返している。 すなわち， 「国家は労働 

苦を，彼らn 身のために雇うのか，あるいは有州 

な労砌を行なうために旖うのか」 と。週 1 人当り 

1 シリングの税が公共計画に便用されると仮定す 

るならば， これは一体何を補潰しているのであろ 

うか。労働击階級は,そのような社会制度のもと 

においては， 丨;丨分自身のためというよりはむしろ 

他の阱級のためになされる余分な仕事から_除さ 

れていないのだろうか。

5’ 彼は租税の転嫁の問題において， さらに.次のよ 

うに揹摘している。すなわち，一般に,租税を支 

払いたがらない人々によって粗税からの逃避が行 

なわれる可能蚀がある。煙草をすわない人は， タ 

パコ税を支払わない。 しかし質金に租税が課せら 

• れる場合には，- ‘般大衆には，そこから逃避でき 

る可能他はほとんどない。

上記の陳述は， ヴイクセルの租税帰着理論の特徴を 

表 b すに充分であ •る。彼がなした租税論への 1 つの貢 

献は，叫接税の衷而を明らかにしたことである。 さら 

にそれは次のような幅広い問題を提起した。すな;b ち . 
それは， 「もしあるとす苓ならば， 課税における公正 

の規準とはどんなものなQ だろうか」 という問題であ 

る。彼 が 「財政の；P11論的研究」の第 2 番 13の部分でと 

りくんだI出題は， まさにこの問題である。

〔ヴィクセルの主要著作〕

〇著作は邊かれた年代順にならべてある。

O スウx — テンの経済雑誌 -Ekmiortiisk T id sk r if tは， 

，E T と略してある。

〇題名の邦訳してある替作は， 自 国 語 （スゥヱ一デン 

n /0 で嶎かれている。

O Subscrip tの 1 はその著作の英訳を， 2 は独訳を，

3 は訳を表わしている。 また，例 え ば (262-3)は  

(262) の邦訳であることを表わしている。

1880(1 ) 社会的不幸の最も抵驳な原因■— 特に酒酔

い-'—— について 

1部 2 ( 2 ) 移敁について— その意義と原因■——

1887( 3 ) スゥヱ—デンにおける.人口の僧加につV、て 

1890 ( 4 ) Uborproduktion oder Uberbevolkerung, 
Zeiischrift filr  die. gesammte Staatswissen- 
scluift, 46

( 5 ) 結婚及びその将来について

(6 ) 空っぽの胃一 ~ ぱ い め 倉 庫 ， SaviHden 
( ノルウェーの雑誌），. 1

1892(7) Kapita,lzins und Arbeitslohn, Jahfbiicher 

f i l r  Natio?ialokononiie und, Statistik, 59 

1893(8) Uber Weft, Kapital und Rente nach den\ 
neueren natiOnalokonomischen Theorien,

(80 Value, Capital and Rent (S.H. Frowein 訳)， 

1953
(83) .価 値 • 資本及地代（北野熊喜男訳)，昭 12 

1 8 9 4 ( 9 ) ..誰が粗税を納めるか , . . ’また納めるべきか^
一—~Sven Tiygg (ヴイクセルの偽名）の見解 

と提案

1895 (10) Zur Lehre von der Steuerincidenz (ヴ'イク 
セルの博士論.文）^~»，（12)に 杈 録  

(1 1 ) 所得と財産に対する思進課税， Verdcmdis 
Sm&skrifUr (Uppsala大学で発行されてv、た雑 

誌〉. No. 56

1896(12) Finanztheoretische Untersuchiing-en nebst 
Darstellung und Kritik des Steuerwesens 
Schwedens,

(12 !) A New Principle of Just Taxation (部分

n/0, (J. M. Buchanan 訳)  > Classics in  the

theory o f  public fina?we(R:A. Mwsgmva 及び 

A/T. Peacock 編)，1958, に収録 

1897(13) V. Pareto, lCoU7*s d'economie polUiqtte9

( レヴュー），Zeitschrift f i i r  Volkswirtschaft, 6
( 1 3 i ) V _  Pareto’s Cours d 1economie politique 

-—^ (1 2 8 )に 収 録 .
(14) Der Bankzins als Regulator der Waren-

preise, Jakrbiiehe?* f u r  Nationaldkononiie, 68 
1 8 9 8 (1 5 )商品俩格に如する貨幣利子率の影響， 

Nationalekonomiska Fdreningens Forhand- 
f tm g a r , 1

(I5i) The Influence of the Rate of Interest on
Commodity Prices— > (128) に収録

(16) Geldzins und Guterpreise, einc Studie Uber 
die den Tauschwert des Gcldes bestimtiienien 
Ursa<ihen,

(16i) Interest and Prices (R. F. Kahn 訳) ,1936
( 1 6 a )金利と物如i'(盤崎稔訳)，眧12

利子と物伽（北好 • 服部訳) ，昭14 “
(17) 選挙権と課税

1899(18) V* Paî oto, Couts df4co7iomie politique-(レ 

ヴュ 一），Zeitsohrift filr  Volkswirtsckaft, 8

ヴィクセルの财政理論についてXT')

( 1 8 i ) V .  ParetoV Cours d'econoniie politique—-> 
(128) に収録
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1 9 0 3 (3 6 )農 業 和 け る 小 淹 他 • 利®率及び相対的収 

益の概念について , ET, 5
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，訳) — + (1か)'’.:及び InUtnMional''こ..Ec&nomio 
Papefs, No. 3 , 1953 に収録 

1908 (48) Uber einige Fehlerquellen bei Veriflkation 
des BodengeSetzes, Thiineri Archiv, 2
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ヴすクセルの財政理論についてC O

(56) (Th. Aarum O著書め.レヴュー），E T , 11
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固刑に処せられる） .
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ぬ/伽 一 (128) に収録 

1 9 1 4 (7 2 )好況邶 • 保護関税及び貨金，E T , 16
( 7 3 ) 国は人口過少になりうるか，E T , 16
( 7 4 ) 中 央 銀 行 (Riksbank)の金準備, E T , 16
(75) Lexis h. Bohm-Bawerk, 13T,16
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Volkswirtschaftf Sozialpolitik und Verwal-
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( 7 7 ) 统訐学の教授職，E T , 16
(78) Fritz Hiison Brock, E T , 16
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1 9 1 5 (8 0 )経済の謎 (中央行の養準 ▲，洱論)，ET.17
( 8 1 ) 供給に対する市場価格の影響，E T ,.17
( 8 2 ) 外国為替と銀行利子率，E f 17

, (83> ドイツにおける‘財政の戦争準備，, ET*17
( 8 4 ) 任意貯蓄と弹制舲蓄 , E T , 17 4 ； '

, , (85) Victor Moll, E T ,17 ‘
( 8 6 ) . ドイツの国富， 国民所得及び . ‘年貯蓄’, 

E T , 17
1 9 1 6 (8 7 )農業における収穫通減の法則の，批判点，• 

E T , 18
(87i) The 'Critical Point, in the Law of Decreas­

ing Agricultural Productivity~-*■(1 8̂)に収
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(88) イ ンフレーションを防ぐ手段（ヴィクセル 
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Sozidlwissenschaft und Sozialpolitik
191?(90) S. Brbmarv '現代の商業銀行，: ( レヴュー）, 

E T , 19
( 9 1 ) 行き当りばったりの意見，EIT, 19
( 9 2 ) 商品価格と運賃率，E T , 19
( 9 3 ) 利子率と商品俩格，E：T , 19
(94) Goschenと外国為替: (修正)，E T ,19
( 9 5 ) ちょづとした意見，E T , 19

. (95) (Wilhelm Keilhau の著 書 の レヴ A ET.19
1918(97) Gold after the _ war in relatidn to inflation 

and the foreign exchanges, Economic Jour­
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(98) International Freights and Prices, Quar­
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(100) (Keilhau に対ナる回答)；ET, 20 

1919(101)貨幣数量説K：対する政撃 , BT, 21
( 1 0 2 )外国為替の謎 , ET, 21

.(1.02。 . The Riddle of Foreign Exchanges—•̂  
(128) に収録

(103) Cassel教授の経済学体系パET,
(103i) Professor Cassell System of Economics 

— > (26i) K  Appendix-として收録

<104) 中央御行と民柄“ 行 :::0 ダ デ ン の 货 糖

94 (202)

职か：.:

ヴィクセノレの財政理論について〔I 〕

及び信用体系を改善する為の提案〉，ET, 21
(1 0 5 )所得税及び財産税の改革の為め一部：原則に 
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nr 2 5 9 , ..
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( 1 0 9 )自由貿易と移民，ET， 22 
1921(110} Carl Menger, ET, 23

(11;：. ) Carl Menger— > (128) に収録

(1 1 1 )イソフレーショ、ノ •貨幣敎量及び利子率， 

ET‘ 23 .
(1 1 2 )課稜の観点からみた所 f の概念，ET, 23 

1922(113) (G, Akerman に対する回答），ET, 24
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租税問題 . ET, 24— >(所得税及び財産税に閲 
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税関する報告，の第2 部) に 収 録 : …
(1 1 8 )若干の思い出 , ET,  25—■>(所得税及び財
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(1252) Mathematische Nationalokonomie, Archive 

filr  Sozialwissenschaft, 58,1927
( 1 2 6 )ス力ンデイナヴィア諸国の通貨丨⑴題，EJT,‘ . 
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(126») The Monetary Problem of the Scandinavian' 

Countries— (16 丨）に..Appendix.として収蜂 .ベ. 
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' .'.wart, Vol. 3, (Hans Mayer 編）に 収 録 ： 
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